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確率論的津波浸水深ハザード評価における沖合での津波水位の不確実性の影響
Effect of uncertainty in offshore tsunami heights on the probability inundation hazard
assessment
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様々な種類の地震によって生じる津波の危険性を評価するため、津波による陸域の浸水深に対する確率論的ハザード
評価の適用が検討されてきた（齊藤・他, 2014, JpGU）。一般に、ある地震によって発生した津波が沿岸から内陸部に向
かってどのように浸水するかの推定は津波伝播の数値シミュレーションにより決定論的に求められる。ただし、この計
算結果には震源特性・伝播特性・サイト特性などの様々な不確実性が内在しており、この不確実性は沖合または沿岸の
津波水位のばらつきとして現れる。津波による陸域での浸水深を確率論的に評価しようとすると、数値計算において防
潮堤のような構造物を設定した場合には、津波が構造物を越えるかどうかで陸域の浸水の結果が大きく変わる。すなわ
ち、ある地震の計算結果において津波が構造物を越えなかった場合においても、沖合の津波水位の不確実性によって津
波が構造物を越える可能性があり、その影響を評価する必要がある。
本研究では、陸前高田市における確率論的浸水深ハザード評価の検討事例を基に、沖合の津波水位の不確実性の影響の

評価方法を提案する。まず、沖合と陸域にそれぞれ津波の評価地点を設置し、沖合最大津波水位と陸域最大浸水深の相
関関係について調べた。沖合最大津波水位－陸域最大浸水深の分布は、津波水位が小さい波源モデル群ではばらつきが
大きいものの、津波水位が大きくなるにつれてばらつきが小さくなり直線で近似できることが分かった。つぎに、分布
を近似する相関直線を求め、これを沖合の最大津波水位から陸域の最大浸水深を推定するためのモデルとした。陸域評
価地点において浸水しなかった波源モデル群を用いて沖合で不確実性を考慮したハザードカーブを計算し、このハザー
ドカーブを相関直線によって陸域の浸水深ハザードカーブへと変換した。
　本発表では、防潮堤を超えた計算結果のみから求められるハザードと防潮堤を超えない計算結果も含めたハザード

評価結果を比較し、両者の差異について考察を加える。本研究は、防災科研において進められている「全国を対象とし
た津波ハザード評価」の一環として実施された。
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